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１．はじめに  

 里山の竹林は，かつて日用品や工芸品，旬の生鮮

食品等，地域住民の生活と結びついて管理・利用さ

れてきた。ところが近年，里山を取り巻く社会・経

済環境の変化により，里山に人手が入らなくなって

しまった。林業からみると，木材価格の低迷に起因

する森林の管理不足が，竹林管理からみると，輸入

タケノコ及び竹製品の急増による放置竹林の増加が

背景にあると思われる。そして現在，竹林が造林地

や農地等に進入し，樹木を枯らす等の被害が増加し

ている。これは，一般に森林の中で広葉樹が大きく

なるには長い時間が必要だが，竹はタケノコの伸長

という形でほんの数ヶ月で他の広葉樹よりも高い場

所に葉を展開することができ，光をめぐる競争とい

う点で有利なためである。このまま竹林を放置すれ

ば，造林地の竹林化や里山に生育・生息する貴重な

動植物が絶滅する可能性もある。 

今後は，分布拡大の詳細な把握や将来の予測を行

い，周囲の生態系との調和を図るための調査研究が

重要となってくる。 

そこで本研究では，広範囲における竹林の地理的

分布情報を迅速かつ正確に抽出するための手法を解

析することを目的とする。 

２．対象地域及び使用したデータ  

本研究の対象地域は，図１に示す静岡県の南西部

48×48 ㎞２のエリアである。解析においては，2000

年5月23日に観測されたLandsat/ＴＭデータを使用

した。衛星画像の前処理として，国土地理院発行の

標高データを使用し，正射投影補正処理 1)ならびに

UTM 座標系への投影処理を行った。また，現存する竹

林位置情報は環境省自然保護局発行の自然環境情報

GIS から取得した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１.研究対象地域 

３．解析手法 

 衛星画像が示す色調は地表の分光反射特性に基づ

いており，その色調から地表の判別が可能になる。

多バンドパラメータは，たとえカラー合成画像を使

っても同時に見られるのは通常 3 つのバンドに限ら

れているので，視覚的に地物を判別するためには判

別目的の地物が強調して表示されるようなバンド選

択が有効である。本解析においては，Landsat/ＴＭ

データのバンド 1，2，3，4，5，7 および Tasseled cap2,3)，

NDVI，GR，MR4,5)の植生指標の計 12 データを使用して，

相関解析法により竹林域の抽出において最適な 3 バ

ンドの選定を行った。相関解析法では各データを現

存竹林域と全域に分け，それぞれの 12 データ間の相

関係数値を算出した。表１にその算出結果を示す。

これらの相関係数値から，全域においては相関係数

値が低くかつ現存竹林域では相関計数値が高い 3 バ

ンドを選定した。最適バンド選定における本手法の

根拠は，全域においては情報量が多くかつ竹林域で

は情報量が少ない 3 バンドのカラー表示結果が，全

域はカラフルで表示されるが竹林域は他より強調し

て表現される点である。 
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表１.各バンドの相関係数（実線：研究対象地全域，破線：研究対象地内の竹林域） 

 B1 B2 B3 B4 B5 B7 BI VI WI NDVI GR MR 
B1 1.0000 0.9003 0.9118 -0.5035 0.0719 0.5498 0.0880 -0.8173 0.6970 -0.8020 -0.7346 -0.7482
B2 0.9225 1.0000 0.9625 -0.1823 0.4320 0.7900 0.4336 -0.5906 0.4011 -0.5746 -0.4764 -0.7376
B3 0.9044 0.9591 1.0000 -0.3367 0.3555 0.8007 0.2843 -0.7088 0.4322 -0.6804 -0.5996 -0.8240
B4 -0.1594 0.0311 -0.1150 1.0000 0.6861 0.1349 0.8031 0.8993 -0.7865 0.8801 0.9467 0.4941
B5 0.5419 0.7237 0.6781 0.4886 1.0000 0.7921 0.9103 0.3623 -0.6345 0.3639 0.4695 -0.2502
B7 0.7630 0.8750 0.8966 0.0850 0.8745 1.0000 0.6255 -0.2492 -0.1630 -0.2226 -0.1260 -0.6939
BI 0.4734 0.6536 0.5363 0.7696 0.8613 0.6525 1.0000 0.4621 -0.5004 0.4555 0.5771 -0.0173
VI -0.6820 -0.5561 -0.6697 0.8093 -0.0319 -0.4580 0.2488 1.0000 -0.8160 0.9758 0.9857 0.7375
WI 0.0187 -0.1906 -0.1632 -0.5585 -0.7967 -0.5297 -0.5914 -0.3375 1.0000 -0.8015 -0.8199 -0.2978
NDVI -0.7631 -0.6701 -0.7814 0.6979 -0.1821 -0.5866 0.0874 0.9792 -0.2279 1.0000 0.9709 0.7629
GR -0.5792 -0.4390 -0.5419 0.8791 0.0966 -0.3258 0.3832 0.9812 -0.4044 0.9361 1.0000 0.6840
MR -0.6969 -0.7503 -0.7804 0.1254 -0.7756 -0.8812 -0.4241 0.5551 0.5440 0.6470 0.4710 1.0000

 

４．結果及び考察 

 上記した相関解析法により，バンド 5，BI，MR を

選定した。選定したバンドによるカラー合成画像と

衛星画像の一般的なバンドカラー合成画像に現存の

竹林位置をオーバーレイ表示した結果を図２に示す。

これより，相関解析法から得られたバンド 5，BI，MR

の合成画像の濃青部分が現存竹林位置の分布パター

ンと類似している箇所を確認することができた。し

かしながら各画像を比較すると，選定したバンドに

よるカラー合成画像において竹林域で多く示されて

いる青色系は土成分とも考えられる。これについて

は，背景土壌の影響や竹林の物理的形状等によるの

ではないかと考察され，詳細な検討が必要であると

思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２.カラー合成画像 

(a)MR,BI,B5 (b)B3,B2,B1 (c)B4,B3,B2 (d)B5,B4,B3 

 

 

 

 

５．おわりに 

 本研究では，相関解析法を採用した視覚的な判別

というアプローチであったが，今後の検討として，

主成分分析や判別分析などの統計分析による定量化

によって，さらに精度の高い竹林域の抽出を行う予

定である。 
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